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    2010 年 10 月 26 日 
 

コラーゲンに関する研究成果について記者説明会を開催！ 
 

キューサイが「コラーゲン摂取から効果実感

までの一連のメカニズム」を検証 
 

 

キューサイがコラーゲン摂取から効果実感までの一連のメカニズムを検証 

この度、キューサイ株式会社(本社：福岡市中央区、代表取締役社長：藤野孝)は、京都府立大

学、大阪市立大学のご協力を得てコラーゲンに関する研究を行いました。その結果、当社の主力

商品の一つであるコラーゲン含有健康食品を摂取してから効果を実感するまでの一連のメカニズ

ム(消化・吸収・体内輸送・作用・効果)について明らかにすることに成功致しました。 

これまでのコラーゲンに関する研究はいずれも断片的なもので、摂取から効果を実感するまで

の一連のメカニズムが体系的に解明されていないのが実情でした。 

 

10月25日「記者説明会」を開催 

当社はこの研究成果を世の中に広く伝えることで、コラーゲンの摂取効果についてひとりでも多

くの方に理解していただき、商品を通して健康と幸せをご提供したいと考え、10 月 25 日に東京に

て記者説明会を開催致しました。 

 

共同研究を行った大学の先生方より研究結果を説明 

この記者説明会では、研究にご協力いただいた京都府立大学の佐藤健司教授より「コラーゲン

ペプチドの消化、吸収、体内輸送、生理機能に関する最新のエビデンス」について、そして大阪市

立大学の小池達也准教授より「コラーゲン含有食品摂取による歩行機能障害の改善効果」につい

てご説明いただきました。 

 

 

 

 

 

 



■記者説明会 実施概要 

タ イ ト ル： 「コラーゲン研究最前線 ～健康食品の摂取意義に関する科学的検証の試み～」 

内 容： 主催者挨拶  

                 キューサイ株式会社 代表取締役社長 藤野孝 

              講演① 「コラーゲンペプチドはなぜ効果があるのか？～その生理機能のメカニズム」 

                 京都府立大学大学院生命環境科学研究科 佐藤健司教授 

              講演② 「コラーゲン含有食品の歩行機能改善効果」 

             大阪市立大学大学院医学研究科 小池達也准教授 

              質疑応答 

日 時： 2010年10月25日（月） 14：30～16：00 

場 所： コンファレンススクエア エムプラス 1Fサクセス 

          （東京都千代田区丸の内2－5－2 三菱ビル） 

 

■記者説明会 講演者略歴 

京都府立大学大学院生命環境科学研究科 佐藤健司教授 

  1983年京都大学農学部卒業。88年同大学大学院博士課程修了、農学博士。 

京都府立大学生活科学部助手（89年）、助教授（95年）、人間環境科学部教授（05年）を経て、 

2008年より現職。専門は、食品科学。特にタンパク質・ペプチド食品の生体への吸収に関する研究。 

    

大阪市立大学大学院医学研究科 小池達也准教授 

1982年大阪市立大学医学部卒。同整形外科助手などを経て、96-98年米国マサチューセッツ総合病

院、ハーバード大学医学部客員助教授。2002年から現職。 

日本リウマチ学会評議員、国際骨ミネラル代謝学会会員など加入学会多数。第12回理学療法ジャー

ナル奨励賞、日本骨代謝学会学術賞、日本骨粗鬆症学会奨励賞、大阪市医学会市長賞など、受賞

も多数。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



■研究結果概要■ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

効果 効果があるのか

研究に至った経緯と全体像

「コラーゲンを摂取してから効果が出るまでの一連の流れ」を検証

京都府立大学と研究
（2010年9月 日本食品科学工学会で報告）

㈱生体科学研究所と研究
（2010年9月 日本アミノ酸学会で報告）

消化 どう消化され

吸収 何が吸収され

作用 どのように作用し

輸送 どこに運ばれ

既に複数の研究報告有
（京都府立大学他）

大阪市立大学と研究
（年内論文投稿予定）

キューサイによる単独研究

今回

これまで コラーゲン研究に関しては、断片的なものにとどまっていた

効果

研究結果① 【コラーゲンの消化】

消化

吸収

作用

輸送

反応時間（分）

消化されないことがわかった。
胃液

消化されず
残っている

前

C

後

人工胃液処理

腸液
腸液で
消化される！！

C

前 後
人工腸液処理

摂取したコラーゲンの大部分は小腸で消化されることが分かりました。

試験管レベルの結果でヒトでの消化を100％再現するものではありません。

コラーゲン含有食品を人工消化液（胃液、腸液）で処理後、電気泳動した

C: コラーゲン含有食品

※転載等、閲覧目的以外の使用はしないでください。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

効果

研究結果② 【コラーゲンの吸収】

吸収

消化

作用

輸送

・コラーゲンは主にアミノ酸とペプチドとして吸収されます。
・吸収されるペプチドの主成分は、「Pro-Hyp」です。
・吸収された成分「Pro-Hyp」は、数時間体内を循環します。
・コラーゲンの体内吸収に、年齢による差はありません。

コラーゲン含有食品5g摂取
被験者：20歳代、60歳代の女性各6名

コラーゲン摂取後に吸収された
ペプチド成分の種類と割合

（摂取後1時間）

コラーゲン摂取後の吸収成分量
（ペプチド型Hypとして）
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有意差無し

※転載等、閲覧目的以外の使用はしないでください。

効果

研究結果③ 【コラーゲンの輸送・作用】

輸送

消化

吸収

・コラーゲン摂取後、吸収されるペプチドの主成分「Pro-Hyp」 が、
関節・皮膚・骨に輸送されることが分かりました。

・また、関節・皮膚・骨の細胞に取り込まれることが分かりました。

関節

骨
皮膚

皮膚の線維芽細胞

「Pro-Hyp」は軟骨細胞で、
下記作用を発揮することが
報告されています。
・石灰化抑制作用
・ｺﾝﾄﾞﾛｲﾁﾝ産生促進作用

動物実験レベルの結果で、ヒトを100％再現するものではありません。

作用

関節の軟骨細胞

「Pro-Hyp」
が関節・皮

膚・骨に輸送
されている

「Pro-Hyp」が

細胞に取り込
まれている 「Pro-Hyp」は皮膚線維芽細

胞で、下記作用を発揮する
ことが報告されています。
・ﾋｱﾙﾛﾝ酸産生促進作用
・皮膚線維芽細胞増殖促
進作用

放射性物質標識した「Pro-Hyp」をラットに経口投与後、生体内分布を画像化

※転載等、閲覧目的以外の使用はしないでください。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

効果 歩行機能障害改善傾向を確認。

研究結果まとめ

消化 大部分は小腸でより小さなアミノ酸やペプチドに消化される。

吸収
「Pro-Hyp」を含む種々のペプチドが吸収され、体内を数時間循環。
吸収に年齢差なし。

作用
「Pro-Hyp」が皮膚・関節の細胞に作用する。
（※既存の報告）

輸送 「Pro-Hyp」が関節・骨・皮膚に運ばれ、細胞に取り込まれる。

下記の一連の流れで説明できることが分かりました。
【食品として摂取したコラーゲンは、
大部分が小腸でより小さなアミノ酸やペプチドに消化され、
体内に吸収され、
吸収されたペプチド（「Pro-Hyp」）が関節・骨・皮膚の細胞に運ばれて、
（各細胞に作用し、）関節（・肌）の改善に役立っていると考えられます。】

（ ）内は既存の研究報告

まとめ

作用

研究結果④ 【コラーゲンの摂取効果】

消化

吸収 ◆腰痛による歩行機能障害改善傾向を確認しました。

◆膝の痛みが軽減する傾向が見られました。

◆膝の曲げ伸ばしが楽になる傾向が見られました。

コラーゲン摂取群：コラーゲン含有食品1日5g摂取、49名（平均62±9歳）
プラセボ摂取群：プラセボ1日5g摂取、49名（平均62±10歳）
摂取期間：48週間（2008年3月～2009年1月）

効果

輸送

コラーゲンを継続して摂取することで・・・

（今回、プラセボ群との有意差は見られませんでした）



【用語説明】 
・コラーゲン 

全身に広く分布しているタンパク質の一種で、体のタンパク質の約 30％を占める。そ

の内、約 40％が皮膚、約 20％が関節などの軟骨や骨に存在。 
 

・ペプチド 
アミノ酸が 2 個以上結合したもの。 

 
・Pro-Hyp（プロリルヒドロキシプロリン） 

アミノ酸の一種であるプロリン(Pro)とヒドロキシプロリン(Hyp)が結合したペプチド。 
 

・軟骨細胞 
軟骨に存在する細胞で、軟骨を構成する成分を合成する。 

 
・皮膚線維芽細胞 

皮膚に存在する細胞の一種。肌のみずみずしさや弾力の源となる真皮でコラーゲンや

ヒアルロン酸をつくりだす働きをする細胞。 
  

・石灰化 
カルシウムが沈着する現象。 

 
・コンドロイチン 

多糖の一種で、タンパク質と結合した状態で存在し、軟骨、骨、皮膚、角膜、血管壁 
などの結合組織を構成している。 

 
・ヒアルロン酸 

 粘性のある多糖類（ムコ多糖類）の一種。皮膚、関節、目、血管など体のあらゆる組 
織に分布し、高い保水力により、細胞の保持や組織の柔軟性を保つ作用がある。 

 
・プラセボ 

有効成分が入っていない偽薬。効果の比較対照のために偽薬を偽薬とわからないよう 
に与える方法で投与する。 
 

（本資料に関するお問い合わせ先） 

                    キューサイ株式会社 経営企画室 広報担当 渋谷 
TEL：092-724-0179  
FAX：092-724-3316 

メールアドレス：n_shibuya@kyusai.co.jp 

※当資料は、転載等、閲覧目的以外の使用はしないでください。 


